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[1] {fn(x)}n を，測度空間 (X,B, µ)の上の実数値可測関数列とする．X 上の実数
値関数 f(x)を次のように定める．

f(x) =




∞∑
n=1

fn(x),
∞∑

n=1

fn(x)が有限の値に収束するとき，

0, それ以外のとき．

このとき f(x)も可測関数であることを示せ．

[2] 整数 nに対して In = (n, n + 1]とおき，In たちの disjoint unionとして表さ
れる集合全体のなす，R上の完全加法族を F とする．an ∈ [0,∞] (n ∈ Z)に対し，
F 上の完全加法的測度mを，m(In) = an によって定め，このmから通常のように
作ったR上の外測度を Γとする．この Γについて，Γ-可測集合とはどのようなもの
か具体的に答えよ．
また，Γ-可測集合全体のなす完全加法族を Bとしたとき，これについて可測な実

数値関数とはどのようなものか具体的に答えよ．

[3] U をRの開集合とし，U の稠密な開部分集合全体の集合を Φとする．Φの元
の Lebesgue測度として取りうる値の集合を決定せよ．
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